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十

訓

抄

（片

仮

名

本
）

の

本

文

に

つ

い

て
泉

十
訓
抄
の
本
文
は
大
別
す
る
と
第

一
類
本

（平
仮
名
本
。
本
文
は
漢
字
、
平

仮
名
交
り
）
と
第
二
類
本

（片
仮
名
本
。
本
文
は
漢
字
、
片
仮
名
交
り
）
と
に

な
る
。
こ
の
両
本
文
は
相
対
立
す
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
が
、
な
ぜ
相
対
立
す

る
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
事
に
つ
い
て
の
詳
細
な
研
究
は
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。
十
訓
抄
の
本
文
に
つ
い
て
研
究
す
る
場
合
、
第

一
類
本

と
第
二
類
本
と
の
関
係
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
事
が

重
要
な
課
題
で
あ
る
。
そ
の
為
に
は
ま
ず
第

一
類
本
に
於
け
る
諸
本
の
整
理
と

第
二
類
本
に
於
け
る
諸
本
の
整
理
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
そ
の
手
初
め
と

し
て
第
二
類
本
諸
本
の
本
文
を
比
較
し
て
、
そ
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
み
よ

う
と
思
う
の
で
あ
る
。

十
訓
抄
の
片
仮
名
本
で
現
在
そ
の
所
在
が
明
ら
か
な
も
の
は
、
完
本
の
官
内

庁
書
陵
部
蔵
の
一
本
と
、
上
巻
が
散
逸
し
て
中
下
三
巻
の
み
現
存
の
吉
田
幸

一

博
士
蔵
の
一
本
と
の
二
本
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
二
本
の
他
に
片
仮
名
本
の
本
文

を
見
る
事
が
出
来
る
の
は
わ
ず
か
に
第
二
類
本
の
補
欠
部

（第

一
類
本
の
欠
脱

の
部
分
を
第
二
類
本
で
甜
卜
た
も
の
）
だ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
第
二

類
本
の
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本

（以
下
宮
本
と
略
す
）、
吉
日
幸

一
博
士
蔵
本

（以

下
吉
本
と
略
す
）
と
第
二
類
本
の
彰
考
館
蔵
本

（以
下
彰
本
と
略
す
）
の
補
欠

部
、
名
古
屋
大
学
蔵
本

（以
下
名
本
と
略
す
）
の
補
短
到
の
四
種
本
文
を
比
較

基

博

し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
各
本
文
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。

れ
桑
が

っ
て
取
扱
う
範
囲
は
右
の
補
欠
部
に
当
る
巻
七
と
巻
十
の
四
十
七
話
以

降
の
本
文
で
あ
る
。

０
　
宮
本
と
吉
本

の
関
係
に
つ
い
て

宮
本
に
存
す
る
本
文
が
吉
本
に
於
い
て
存
し
な
い
箇
所
が
あ
る
。

卜
思
テ
止
置
タ
ル
ホ
ト
ニ
初
後
夜
鐘
ナ
ト
マ
コ
ゝ
ロ
ニ
ツ
キ
ケ
レ
ハ
ウ
レ

卜
思
フ
ホ
ト
二
十
日
計
過
テ
此
法
師
ネ
死

ニ
サ
シ
ス
ク
ミ
テ

注

４

（宮
本
３８
１
十

一
）

傍
線
部
の
本
文
は
吉
本
に
は
な
い
が
、
こ
れ
は
傍
線
部
の
直
前
の

「
ホ
ト
ニ
」

と
い
う
語
句
と
傍
線
部
の
最
後
の

「
ホ
ト
ニ
」
と
い
う
語
句
と
が
同
じ
で
あ
る

事
か
ら
、
日
移
り
に
よ
っ
て
生
じ
た
吉
本
に
於
け
る
欠
脱
と
思
わ
れ
る
。
宮
本

に
存
す
る
本
文
が
吉
本
で
は
欠
け
て
い
る
事
か
ら
考
え
て
、
宮
本
は
吉
本
か
ら

伝
写
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

宮
本
に
も
吉
本
に
も
人
名
の
傍
注
が
本
文
中
に
混
入
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る

が
、
そ
の
箇
所
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

大
隅
守
大
江
仲
宣
子
嚇
手
啓
和
譴
デ

レ
ケ
ル
時

（
３３
１
九
）

斉
名
大
隅
守
大
江
仲
宣
子
以
言
フ
試
ラ
レ
ケ
ル
時

（吉
本
）

シ
|



右
記
の
宮
本
の
本
文
の
傍
点
箇
所
は
書
写
者
か
あ
る
い
は
後
人
に
よ
っ
て
右
側

に
墨
書
で
注
記
さ
れ
て
い
る
が
、
宮
本
の
親
本
で
は
右
記
の
吉
本
の
本
文
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
十
訓
抄
詳
解
』
や

『尊
卑
分
は
』

に
よ
れ
ば
、
以
言
が
大
隅
守
大
江
仲
宣
子
で
あ
る
か
ら
、
宮
本
の
よ
う
に
上
に

「斉
名
」
が
な
く
、
「大
隅
守
大
江
仲
宣
子
以
言
フ
…
・・」

だ
け
で
は
文
意
が
通

ら
な
い
。
し
か
し
吉
本
の
本
文
は
こ
れ
で
文
意
は
通
る
が
、
十
訓
抄
の
他
の
人

名
の
表
記
箇
所
を
見
て
み
る
と
、
「大
隅
守
大
江
仲
宣
子
」
と
類
似
す
る
よ
う

な
人
名
の
注
記
は
す
べ
て
傍
注
と
し
て
表
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
吉
本
に
於
け

る

「大
隅
守
大
江
仲
宣
子
」
は
傍
注
が
本
文
に
混
入
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
こ
の
事
に
つ
い
て
は
０
の
項
で
詳
し
く
考
察
す
る
じ

こ
の
人
名
の
傍
注
が
本

文
中
に
混
入
し
て
い
る
宮
本
と
吉
本
の
両
本
を
比
較
し
て
み
る
時
、
吉
本
も
宮

本
か
ら
伝
写
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
事
が
わ
か
る
。

本
文
の
あ
る
な
し
、
人
名
の
傍
注
が
本
文
中
に
混
入
し
て
い
る
例
か
ら
考
え

て
、
宮
本
と
吉
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
互
に
伝
写
関
係
は
見
ら
れ
な
い
と

考
え
て
よ
い
と
思
う
。

参
考
ま
で
に
ふ
れ
て
お
く
と
、
宮
本
に
は

「或
人
云
六
波
羅
二
藤
左
衛
門
入

道
作
云
々
長
時
時
茂
等
奉
公
」
と
い
う
墨
書
の
書
き
付
け
が
巻
末
に
あ
る
が
、　
吉

本
に
は
な
い
。
こ
れ
は
吉
本
の
書
写
者
が
書
き
忘
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ

て
い
る
。
（岩
波
文
庫
版

『
十
訓
抄
』
の
解
説
）

宮
本
の
親
本
と
吉
本
の
親
本
と
に
は
共
に
本
文
に
不
明
箇
所
が
存
し
た
よ
う

で
あ
る
。
そ
の
箇
所
は
宮
本
、
吉
本
に
於
い
て
は
次
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
て
い

る
。ゥ
ス
ヤ
ウ
ノ
本
ノ
フ
ヤ
２
ア
（
螂
―

こ

ゥ
ス
ヤ
ウ
ノ
本
ノ
マ
ヽ
フ
ヤ
リ
テ

（吉
本
）

指
セ
ル
苦
シ
ミ
ア
ル
マ
シ
ク
ハ
本
ノ
付
テ
其
罪
フ
ナ
タ
メ
カ
●
メ
ン
事

（
靱
―
九
）

指
セ
ル
苦
シ
ミ
ア
ル
マ
シ
ク
ハ
本
ノ
付
テ
其
罪
フ
ナ
タ
メ
カ
ロ
メ
ン
事
（吉
本
）

な
お
参
考
ま
で
に
第
十
の
前
半
に
あ
る
例
も
あ
げ
て
お
く
と
、

日
出
キ
音
ヲ
吹
出
テ
本
ノ
吹
ス
マ
シ
タ
リ
ケ
リ

（
‐２‐
―
九
）

目
出
キ
音
ヲ
吹
出
テ
本
ノ
マ
ヽ
吹
ス
マ
シ
タ
リ
ケ
リ

（吉
本
）

右
記
の

「本
ノ
」
あ
る
い
は

「本
ノ
マ
ヽ
」
と
い
う
表
記
は
宮
本
の
親
本
に
於

い
て
も
、
又
吉
本
の
親
本
に
於
い
て
も
本
文
が
不
明
で
あ

っ
た
箇
所
と
思
わ
れ

る
。
宮
本
の
親
本
と
吉
本
の
親
本
と
に
於
い
て
本
文
の
不
明
箇
所
が

一
致
し
て

い
る
と
い
う
事
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
親
本
は
同

一
も
し
く
は
極
め
て
近
い
関
係
で

あ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
。
「本
ノ
」
あ

る

い
は

「本

ノ

マ
ヽ
」
と
い
う
表
記
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
宮
本
、
吉
本
そ
れ
ぞ
れ
の
親
本
に

於
い
て
、
こ
の
表
記
が
あ

っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
（宮
本
の
書
写
者
と

吉
本
の
書
写
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
親
本
の
本
文
の
不
明
箇
所
を

「本
ノ
」
あ
る
い

は

「本
の
マ
ゝ
」
と
表
記
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。）

宮
本
の
親
本
と
吉
本
の
親
本
と
が
同

一
も
し
く
は
極
め
て
近
い
関
係
で
あ

っ

た
Ｏ
ｋ
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
事
は
次
の
例
か
ら
一層
明
ら
か
に
な
る
。

仁循
ノ歌
フ
マ
，
Ｓ
Ｉ
も

一華
ロ
ノ
可
ヲ
ヨ
ミユ
ア

（士
呈
Λ
）

我
イ劫
和
歌
才
学
ヲ
（‐５‐―
五）

傷
和
冊
才
学
フ

（吉
本
）

顛
カ
　
ク
フ
ク
ヨ
ク

大
円
閉
夏
ノ
ト
モ
カ
ラ

（
翅
―
四
）



顛
歎

大
円
閉
夏
ノ
ト
モ
カ
ラ

翁
日
本
）

坂
上
飢
塙
申
廷
尉
ノ
職
ヲ
辞
シ
テ

（
１７９
‐
一
じ

坂
上
允
高
力
廷
尉
ノ
職
ヲ
辞
シ
テ

翁
日本
）

右
記
の
例
を
見
て
み
る
と
、
宮
本
と
吉
本
に
於
い
て
右
傍
の
注
記
や
振
仮
名
が

ほ
と
ん
ど

一
致
し
て
い
る
事
が
わ
か
る
。
こ
の
一
致
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ

の
注
記
や
振
仮
名
が
宮
本
の
書
写
者
と
吉
本
の
書
写
者
と
に
於
い
て
偶
然
に
一

致
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
宮
本
の
親
本
と
吉
本
の
親
本
と
に
右
記
の

注
記
や
振
仮
名
が
す
で
に
表
記
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
と

い
う
事
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
親
本
は
同

一
も
し
く
は
極
め
て
近
い
関
係
で
あ

っ
た

と
考
え
て
良
い
と
思
う
。
い
ま
こ
こ
で
宮
本
の
親
本
を
仮
に
甲
本
Ａ
、
吉
本
の

親
本
を
仮
に
甲
本
Ｂ
と
名
付
け
る
事
に
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
甲
本
Ａ
、
甲
本

Ｂ
に
於
い
て
注
記
と
振
仮
名
が
表
記
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
は
、
甲
本
Ａ
、
甲

本
Ｂ
は
片
仮
名
本
の
祖
本
で
は
な
い
と
い
う
事
に
な
る
。
（片
仮
名
本
の
祖
本

に
は
書
き
入
れ
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。）

こ
の

よ
う
に
考
え
て
来
る
と
、
宮
本
、
吉
本
と
片
仮
名
本
の
祖
本
と
の
間
に
は
少
く

と
も
甲
本
Ａ
、
甲
本
Ｂ
と
い
う
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
が
あ

っ
た
と
い
う
事
に
な
る
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
宮
本
と
吉
本
の
伝
写
関
係
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

1宮
本

|

０
　
宮
本

の
親
本
に
つ
い
て

彰
考
館
に
は
享
保
六
年
版

『十
訓
抄
』
（全
十
冊
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
第
四

類
本
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
前
記
第
三
類
本
の
彰
考
館
蔵
本

（国
の
項
で
詳

し
く
述
べ
る
）
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
享
保
六
年
版

（以
下
享
保
版
と

略
す
）
に
は
朱
書
で
古
本
と
の
校
合
が
数
多
く
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
古
本
に

つ
い
て
は
第
十
冊
目
の
最
終
丁
２
異
に
墨
書
で
次
の
よ
う
な
書
き
付
け
が
あ
る

事
か
ら
、
そ
の
性
格
が
わ
か
る
。

本
多
甲
馬
忠
憲
主
所
蔵
妙
覚
寺
本
ノ
模
本
ヲ
以
テ
校
合
セ
リ
妙
覚
寺
本

ハ
片

仮
名
本

ニ
テ
三
巻
ト
ス
此
二
吉
本
ト
イ
ヘ
ル
是
也
　
　
　
松
屋
主
人
与
清

つ
ま
り
享
保
版
に
朱
書
で
書
き
入
れ
て
あ
る
数
多
く
の
校
合
は
妙
覚
寺
本
の
模

本
に
よ
る
も
の
で
あ
る
事
が
わ
か
る
。
こ
の
朱
書
の
校
合
を
調
査
し
て
み
る
と
、

宮
本
と
ほ
と
ん
ど

一
致
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
例
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

上
段
は
宮
本
、　
下
段
は
享
保
版
。

日
国

で
囲
ん
だ
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文

（宮
本
で
は
墨
書
、
享
保
版
で
は
黒
刷
り
）
を
示
し
、
他
は
す
べ
て
朱
書
に
よ

る
書
き
入
れ
で
あ
る
。

（宮
本
、
上
巻
、
第
二
丁
表
）

(片仮名本の祖本)* /ヽ

養国 回
果  |    |
B   ↓

魯□
も
し
く
は
極
め
て
近
い
関
係
で
あ
る

団

（享
保
版
、
第

一
冊
目
、
第
二
丁
裏
）

為
長
卿
　
孝
標
五
世
孫
大
学
頭
長
守
子
任

参
議
叙
正
三
位
寛
元
四
年
卒
年

八
十
九
嘗
著
十
訓
砂

Ｆ
に
副
勒
降
」

菅
原
為
長
卿
　
卿
婦
嚇
如

菅
原
為
長
卿
　
購
角
嚇
如

（宮
本
、
上
巻
、
第
三
丁
裏
）

為
長
卿
　
孝
標
五
世
孫
大
学
頭
長
守
子
任

参
議
叙
正
二
位
寛
元
四
年
卒
年

八
十
九
嘗
著
十
訓
砂

1  員
第

一
冊
日
、
第

一
丁
表
）

吉
本
二
如
此
校
合
セ
リ



徹
書
記
物
語
に
云
十
訓
抄
は
為
長
卿
の
作

と
覚
る
也
歌
仙
有
職
能
書
に
て
有
し
也
官

の
聴
に
て
侍
し
か
は
文
を
も
て
先
と
せ
し

な
り
面
白
事
と
も
を
書
た
る
も
の
也
我
も

持
て
侍
し
を
今
熊
野
に
て
焼
侍
し
也
云
々

核
斎
本
如
此
ア
リ

1量
巻

一
十
訓
抄
下

一

妙
覚
寺
本
被
斎
本
如
此
ア
リ

或
人
云
六
波
羅
二
薦
左
衛
門
入
道
作

一ム
々
長
時
時
茂
等
奉
公

（宮
本
、
下
巻
、
最
終
丁
裏
）

た
の
み
て
は
久
し
く
な
り
ぬ
住
吉
の

ま
つ
此
た
ひ
は
じ
る
し
み
せ
な
ん
事

書
に
挙
周
和
泉
任
は
て
ヽ
ま
か
り
の

は
る
ま
ヽ
に
い
と
を
も
く
わ
つ
ら
ひ

侍
り
け
る
を
住
吉
の
た
ゝ
り
と
い
ふ

人
侍
け
れ
は
み
て
く
ら
奉
り
侍
り
け

る
に
書
つ
け
け
る
と
後
拾
遺
に
赤
染

衛
門
■
に
侍
り
又
此
抄
可
庶
幾
才
藝

の
段
に
み
え
侍
り
同
時
に
よ
め
る
目

歎

最
終
丁
表
）

徹
書
記
物
語
に
云
十
訓
抄
は
為
長
卿
の
作

と
覚
る
也
歌
仙
有
職
能
書
に
て
有
し
也
官

の
聴
に
て
侍
し
か
は
文
を
も
て
先
と
せ
し

な
り
面
白
事
と
も
を
書
た
る
も
の
也
我
も

持
て
侍
し
を
今
熊
野
に
て
焼
侍
り
し
也
云

々（享
保
版
、
第
十
冊
日
、
最
終
丁
表
）

十
訓
抄
下
古

或
本
云
六
波
羅
二
薦
左
衛
門
入
道
作
云
々

長
時
時
茂
等
奉
公
古
妙
覚
寺
本
薇
斎
本
同

（享
保
版
、
第
十
冊
日
、
最
終
丁
裏
）

た
の
み
て
は
久
し
く
な
り
ぬ
住
吉
の
ま
つ

此
た
ひ
は
し
る
し
見
せ
な
ん
事
書
に
挙
周

和
泉
任
は
て
ヽ
ま
か
り
の
ほ
る
ま
ゝ
に
い

と
を
も
く
わ
つ
ら
ひ
侍
り
け
る
を
住
吉
の

た
た
ヽ
り
と
い
ふ
人
侍
り
け
れ
は
み
て
く

ら
奉
り
侍
に
け
る
に
書
付
け
る
と
後
拾
遺

に
赤
染
衛
門
可
に
侍
り
又
此
抄
可
庶
幾
才

藝
の
段
に
見
え
侍
り
同
時
よ
め
る
計
歎
古

本
ノ
奥
如
此
ア
リ

右
記
の
と
お
り
、
上
段

（宮
本
）
に
は
朱
書
で

「臓
粛
燃
如
」
ヽ
「液
斎
本
如
此
ア
リ
」
、

「妙
覚
寺
本

核
資
本
如
此
ア
リ
」
と
あ
る
が
、　
そ
れ
は
宮
本
の
上
巻
の
表
紙
に
朱

書
で

「枚
斎
本
校
合
」
と
あ
る
の
と

一
致
し
、
こ
の
よ
う
に
注
記
さ
れ
た
辞
句

は
綾
斎
本
か
ら
伝
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
良
い
と
思
う
。
上
段

（宮
本
）
と

下
段

（享
保
版
）
と
を
比
較
し
て
み
る
時
、
上
段
の
墨
書
本
文
と
朱
書
書
き
入

れ
は
下
段
の
朱
書
の
書
き
入
れ

今
十
訓
抄
序
」
の
み
は
黒
刷
り
で
あ
る
）
と
は

と
ん
ど

一
致
し
て
い
る
事
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
上
段
と
下
段
の
関
係
に
つ
い
て

考
え
て
み
る
に
、
次
の
三
つ
の
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。

①
上
段

（宮
本
）
か
ら
下
段

（享
保
版
）
に
伝
写
さ
れ
た
。

②
下
段
か
ら
上
段
に
伝
写
さ
れ
た
。

③
上
段
も
下
段
も
妙
覚
寺
本
の
模
本
か
ら
伝
写
さ
れ
た
。

こ
の
う
ち
②
の
場
合
は
次
の
よ
う
な
事
か
ら
無
理
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

下
段
の
朱
書
の

「徹
書
記
物
語
…
…
焼
侍
り
し
也
云
々
」
の
あ
と
に
は
上
段

に
あ
る

「校
斎
本
如
此
ア
リ
」
と
い
う
語
句
が
な
い
。

享
保
版
に
伝
写
さ
れ
て
い
る
妙
覚
寺
本
の
模
本
の
本
文
は
す
べ
て
朱
書
の
書

き
入
れ
と
し
て
表
記
さ
れ
て
い
る
。
（享
保
版
の
朱
書
の
書
き
入
れ
の
本
文

は
宮
本
の
本
文
と
ほ
と
ん
ど

一
致
す
る
が
、
宮
本
で
は
書
き
入
れ
で
は
な
く
、

す
べ
て
墨
書
の
本
文
で
あ
る
。）

①
と
③
の
場
合
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
ど
ち
ら
と
も
決
め
が
た
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ
で
言
え
る
事
は
享
保
版
に
あ
る
数
多
く
の
朱
書
の
書
き

入
れ
と
宮
本
の
本
文
と
が
ほ
と
ん
ど

一
致
す
る
事
か
ら
、
宮
本
は
妙
覚
寺
本
に

非
常
に
近
い
関
係
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
事
で
あ
る
。
な
お
妙
覚
寺
本
は
現

在
所
在
不
明
で
あ
る
。

口
　
彰
本

の
補
欠
部

の
本
文
に
つ
い
て

前
記
第
二
類
本
の
彰
本
の
補
欠
部

（第
七
と
第
十
の
四
十
七
話
以
降
の
部



分
）
の
最
初
の
箇
所
に
は
そ
れ
ぞ
れ

「従
此
至
巻
末
以
妙
覚
寺
本
補
欠
」
と
墨

書
の
書
き
入
れ
が
あ
る
事
か
ら
、
彰
本
の
補
欠
部
は
妙
覚
寺
本
か
ら
伝
写
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
彰
本
補
欠
部
に
は
墨
書
で
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
る
事
が
少
々
気
に
か
か
る
の
で
あ
る
。

十
訓
抄
下
妙
覚
寺
本

或
人
云
六
波
羅
二
薦
左
衛
門
入
道
作
云
々
長
時
々
茂
等
奉
公

右
記
の

「妙
覚
寺
本
」
と
い
う
墨
書
の
書
き
入
れ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
妙
覚
寺

本
か
ら
伝
写
し
た
時
に

「妙
覚
寺
本
に
こ
う
あ

っ
た
」
と
い
う
意
味
で
注
記
さ

れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
又
彰
本
補
欠
部
は
妙
覚
寺
本
の
模
本
か
ら
伝
写
さ

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
彰
本
補
欠
部
の
親

本
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
事
に
す
る
。

彰
本
補
欠
部
の
親
本
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
彰
本
補
欠
部
の
本
文
の
人
名

の
傍
注
を
宮
本
、
吉
本
、
そ
れ
に
前
記
名
本
の
補
欠
部
の
本
文
の
人
名
の
傍
注

と
比
較
し
て
み
る
と
、
彰
本
補
欠
部
の
本
文
の
人
名
の
傍
注
が
宮
本
の
本
文
の

人
名
の
傍
注
と
ほ
と
ん
ど

一
致
し
て
い
る
事
が
わ
か
る
。
四
本
の
本
文
の
人
名

の
傍
注
を
整
理
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
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＊
○
印
は
人
名
の
傍
注
が
宮
本
と

一
致
す
る
事
を
示
す
。

（宮
本
に
人
名
の
傍
注
が
な

い
場
合
に
於
い
て
も
宮
本
と

一
致
す
る
場
合
は
○
印
で
示
し
た
）
△
印
は
人
名
の
傍

注
が
宮
本
と
く
ら
べ
て

一
部
に
文
字
の
異
な
り
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど

一
致
し

て
い
る
事
を
示
す
。
×
印
は
宮
本
に
あ
る
人
名
の
傍
注
が
な
い
事
を
示
す
。
□
印
は

宮
本
に
人
名
の
傍
注
が
な
い
が
、
他
の
本
に
人
名
の
傍
注
の
あ
る
事
を
示
す
。

右
記

の
人
名

の
傍
注

に
つ
い
て
の
表
を
数
量
で
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

＊
総
箇
数
は
七
十
五
で
あ
る

Ａ
表
Ｉ
∨
を
見
て
み
る
と
、
宮
本
と
彰
本
補
欠
部
と
の
一
致
度
数
は
九
十
六
％

で
最
も
高
い
事
が
わ
か
る
。
併
せ
て
両
者
の
一
致
し
て
い
な
い
の
は
、
総
箇
数

七
十
五
の
う
ち
三
箇
所
だ
け
で
あ
る
事
も
わ
か
る
。
そ
の
う
ち
二
箇
所
は
彰
本

補
欠
部
に
あ
っ
て
宮
本
に
な
い
も
の
で
あ
り
、
他
の
一
箇
所
は
宮
本
に
あ

っ
て

彰
本
補
欠
部
に
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
宮
本
と
彰
本
補
欠
部
と
が
ほ

と
ん
ど

一
致
し
て
い
る
と
い
う
事
は
、
両
者
が
同

一
系
統
の
も
の
で
あ
る
と
考

え
な
亀

い
と
思
う
。
こ
の
事
は
次
に
示
す
例
か
ら
も
裏
付
け
る
事
が
出
来
る
。

物
和
歌
才
学
ヲ
（‐５‐―
五）

物
「
再
才
学
ヲ
（吉
本
）

働
和
歌
才
学
を

（彰
本
）

大
イ
天
治
二
年
八
月
十
日

（
‐５５
‐
六
）

天
治
二
年
八
月
十
日

（吉
本
）

大
イ
天
治
二
年
八
月
十
日

（
彰
本
）

好
イ

何
事
ヲ
モ
始
ム
ト
ナ
ラ
ハ
（
‐６３
‐
四
）

何
事
フ
モ暗
イム
ト
ナ
ラ
ハ
（吉
本
）

何
事
を
も
始
む
と
な
ら
は

（彰
本
）

右
記
の
例
を
見
て
み
る
と
、
右
傍
の
注
記
が
宮
本
と
彰
本
補
欠
部
と
に
於
い
て

一
致
し
て
い
る
が
、
こ
の
事
は
宮
本
と
彰
本
補
欠
部
と
が
同

一
系
統
の
も
の
で

あ
る
と
考
え
て
良
い
と
思
う
。
で
は
宮
本
と
彰
本
補
欠
部
と
は
ど
の
よ
う
な
伝

写
関
係
に
あ
る
か
と
い
う
事
で
あ
る
が
、
私
は
次
の
二
点
か
ら
彰
本
補
欠
部
は

宮
本
か
ら
伝
写
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
た
い
の
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は

彰
本
補
欠
部
に
あ
る
人
名
の
傍
注
が
宮
本
に
な
い
箇
所
が
二
箇
所
あ
る
と
い
う

事
で
あ
る
。

<表 I>

一
致
度
数
（％
）

十

宮本と吉本 63  84

宮本と彰本 60 72 ％

一
∞

一
８３

宮本と名本 38 ５２

一

６２吉本と彰本

吉本と名本

彰本と名本



後
中
書
王

（
３３
１
十

一
）
…
…
彰
本
に
は

「村
上
御
子
」
と
傍
注
が
あ
る
。

上
御
門
右
大
臣

（
１５０
１
二
Ｙ
…
・彰
本
と
吉
本
に
は

「師
房
堀
河
俊
房
御
父
」

と
傍
注
が
あ
る
。

も
う

一
つ
は
次
に
例
を
示
す
よ
う
に
、
彰
本
補
欠
部
に
あ
る
注
記
と
振
仮
名
が

宮
本
に
な
く
て
吉
本
と

一
致
す
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
事
で
あ
る
。

野
二
出
テ
遊
時

（
１４６
‐
一
し

虫
イ
野
二
出
テ
遊
時

翁
日本
）

騨
げ
出
て遊
時
（彰
本
）

仲
舒

（
観
―

こ

仲
舒

（吉
本
）

仲
舒

（彰
本
）

彰
本
補
欠
部
の
親
本
が
宮
本
で
は
な
い
と
す
る
と
、
彰
本
補
欠
部
の
親
本
は
何

か
と
い
う
事
に
な
る
が
、

人
名
の
傍
注
が
宮
本
と
彰
本
補
欠
部
と
に
於
い
て
ほ
と
ん
ど

一
致
し
て
い
る

事
。
宮
本
と
彰
本
補
欠
部
と
に
於
い
て
の
み

一
致
し
て
い
る
注
記
の
あ
る
事
。

宮
本
に
な
い
人
名
の
傍
注
が
彰
本
補
欠
部
に
あ
る
事
。
公
一箇
所
の
う
ち

一

箇
所
は
吉
本
に
も
彰
本
補
欠
部
と
同
じ
傍
注
が
あ
る
。）

彰
本
補
欠
部
と
吉
本
と
に
於
い
て
の
み
注
記
と
振
仮
名
が

一
致
し
て
い
る
も

の
が
あ
る
事
。

こ
れ
ら
の
事
を
考
え
合
せ
る
と
、
彰
本
補
欠
部
の
親
本
は
宮
本
や
吉
本
の
親
本

と
同

一
も
し
く
は
極
め
て
近
い
関
係
で
あ

っ
た
も
の
と
考
え
て
良
い
と
思
う
。

又
こ
こ
で
国
の
項
の
結
論
を
考
え
合
せ
る
と
、
彰
本
補
欠
部
の
親
本
は
妙
覚
寺

本
と
同

一
も
し
く
は
妙
覚
寺
本
に
非
常
に
近
い
関
係
の
も
の
で
あ

っ
た
だ
ろ
う

と
い
う
事
に
な
る
。
彰
本
補
欠
部
の
親
本
が
宮
本
や
吉
本
の
親
本
と
同

一
も
し

く
は
極
め
て
近
い
関
係
に
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
と
言
う
事
は
、
次
に
示
す
例
か
ら

も
裏
付
け
る
事
が
出
来
る
。

ウ
ス
ヤ
ウ
ノ
本
ノ
フ
ヤ
リ
テ

（
１３６
‐

こ

ウ
ス
ヤ
ウ
ノ
本
ノ
で

ヲ
ヤ
リ
テ

翁
日本
）

う
す
や
う
の
　
　
　
を
や
り
て

（
彰
本
）

指
セ
ル
苦
シ
ミ
ア
ル
マ
ツ
ク
ハ
本
ノ
付
テ
其
罪
フ
ナ
タ
メ
カ
ロ
メ
ン
事

（
榊
―
九
）

指
セ
ル
苦
シ
ミ
ア
ル
マ
シ
ク
ハ
本
ノ
付
テ
其
罪
ヲ
ナ
タ
メ
カ
ロ
メ
ン
事（吉
本
）

指
せ
る
苦
み
あ
る
ま
し
く
は
　
　
　
付
て
其
罪
を
な
た
め
か
ろ
め
ん
事

（彰
本
）

右
記
の
例
は
彰
本
補
欠
部
の
親
本
に
も
宮
本
や
吉
本
の
親
本
と
同
様
に
本
文
に

不
明
箇
所
が
あ
り
、
そ
の
箇
所
が
宮
本
や
吉
本
と

一
致
し
て
い
る
事
を
示
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
宮
本
と
吉
本
に
存
し
た
人
名
の
傍
注
の
本
文
中
へ
の
混
入
例
に
つ
い
て

考
え
て
見
る
事
に
す
る
。
彰
本
補
欠
部
で
は
そ
の
箇
所
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
（な
お
、
宮
本
、
吉
本
の
例
は
日
の
項
参
照
）

熱
饗
鰈
詐型
計
ら
れ
け
る
時
（彰
本
）

右
記
の
例
で
は
人
名
の
傍
注
は
本
文
中
に
混
入
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
事
に
つ

い
て
は
次
の
二
つ
の
考
え
方
が
出
来
る
と
思
う
。

①
彰
本
補
欠
部
の
書
写
者
が
親
本
に
於
い
て

「斉
名
大
隅
守
大
江
仲
宣
子
以

言
ヲ
試
ラ
ン
ケ
ル
時
」
と
な
っ
て
い
た
も
の
を

「大
隅
守
大
江
仲
宣
子
」

の
部
分
だ
け
を
取
り
出
し
、
本
文
の
右
に
傍
注
と
し
て
表
記
し
た
。



②
彰
本
補
欠
部
の
親
本
に
於
い
て
、
既
に
右
記
の
例
の
よ
う
に
人
名
の
傍
注

は
本
文
中
に
混
入
し
て
い
な
か
っ
た
。

①
の
場
合
は
、
少
し
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
②
の
場
合
は
、
前
述
の
よ

う
に
彰
本
補
欠
部
の
親
本
が
宮
本
や
吉
本
の
親
本
と
同

一
も
し
く
は
極
め
て
近

い
関
係
に
あ
る
と
い
う
事
と
、
次
に
示
す
名
本
補
欠
部
の
例
の
よ
う
に
傍
注
で

あ
る
べ
き
は
ず
の

「
大
隅
守
」
の
部
分
だ
け
が
本
文
中
に
混
入
し
て
い
る
事
と

を
考
′
袷
柵
凱
■
、
妥
当
で
あ
る
と
は
決
め
か
ね
る
の
で
あ
る
。

斉
名
大
隅
守
以
言
を
試
ら
れ
け
る
時

（名
本
）

そ
こ
で
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
四
本
と
も
に
う
ま
く
解

釈
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
宮
本
、
吉
本
、
彰

本
補
欠
部
、
名
本
補
欠
部
の
そ
れ
ぞ
れ
の
親
本

（同

一
も
し
く
は
極
め
て
近
い

関
係
に
あ
る
）
に
於
い
て
、
傍
注
で
あ
る
べ
き
は
ず
の
「大
隅
守
大
江
仲
宣
子
」

が
本
文
中
に
混
入
し
や
す
い
型
で
表
記
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い

う
事
で
あ
る
。
そ
れ
を
、
宮
本
で
は
こ
の
人
名
の
傍
注
を
本
文
と
取
り
ち
が
え

て
本
文
中
に
混
入
し
て
し
ま
い
、
後
で
訂
正
し
た
の
で
は
な
い
か
。
吉
本
で
は

こ
の
人
名
の
傍
注
を
本
文
と
取
り
ち
が
え
て
本
文
中
に
混
入
し
て
し
ま
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
彰
本
補
欠
部
で
は
そ
の
ま
ま
人
名
の
傍
注
と
し
て
表
記
し
た
の

で
は
な
い
か
。
名
本
補
欠
部
で
は
こ
の
人
名
の
傍
注
の
う
ち

「大
隅
守
」
だ
け

を
本
文
と
取
り
ち
が
え
て
本
文
中
に
混
入
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
彰
本
補
欠
部
と
名
本
補
欠
部
は
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
の
性
格
か
ら
し
て
、

相
互
に
伝
写
関
係
は
な
い
と
考
え
て
良
い
と
思
う
。
（注
２
参
照
）

四
　
名
本
補
欠
部

の
本
文
に
つ
い
て

名
本
補
欠
部
に
は
宮
本
、
吉
本
、
彰
本
補
欠
部
と
は
異
な
る
本
文
が
数
多
く

存
す
る
と
い
う
事
お
よ
び
、
名
本
補
欠
部
に
は
割
合
誤
写
が
多
い
と
い
う
事
は
、

既
述
の
拙
稿
に
ゆ
ず
り
、
こ
こ
で
は
名
本
補
欠
部
の
片
仮
名
本
系
統
に
於
け
る

位
置
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
と
思
う
。

宮
本
、
吉
本
、
名
本
補
欠
部
に
於
い
て
、
人
名
の
傍
注
が
本
文
中
に
混
入
し

て
い
る
箇
所

（
い
、
］
の
項
参
照
）
を
比
較
し
て
み
る
と
、
名
本
補
欠
部
は
宮

本
か
ら
も
、
又
吉
本
か
ら
も
伝
写
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
良
い
と
思

参
考
ま
で
に
ふ
れ
て
お
く
と
、
名
本
補
欠
部
に
は
宮
本
と
同
じ
よ
う
に

「或

人
云
六
波
羅
二
薦
左
衛
門
入
道
作
云
々
長
時
時
茂
等
奉
公
」

と
い
う
墨
書
の
書
き

付
け
が
巻
末
に
あ
る
。

名
本
補
欠
部
の
親
本
が
宮
本
で
も
吉
本
で
も
な
い
と
な
る
と
、
名
本
補
欠
部

の
親
本
は
何
か
と
い
う
事
に
な
る
が
、
こ
の
事
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

宮
本
や
吉
本
の
親
本
に
は
本
文
に
不
明
箇
所
が
存
し
て
い
た
と
い
う
事
は
日

の
項
で
述
べ
た
が
、
そ
こ
で
例
示
し
た
箇
所
と
名
本
補
欠
部
の
そ
の
箇
所
と
を

対
照
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ウ
ス
ヤ
ウ
ノ
本
ノ
ヲ
ヤ
リ
テ

（
‐３６
‐

こ

ゥ
ス
れ
ノ上
マン
ヽノ
本
ノ
マ
ヽ
フ
ヤ
リ
テ

（士
甲
不
）

薄
様
の
ｏ
を
や
り
て

（名
本
）

指
セ
ル
苦
シ
ミ
ア
ル
マ
シ
ク
ハ
本
ノ
付
テ
其
罪
フ
ナ
タ
メ
カ
ロ
メ
ン
事

（
靱
―
九
）

指
セ
ル
苦
シ
ミ
ア
ル
マ
シ
ク
ハ
本
ノ
付
テ
其
罪
フ
ナ
タ
メ
カ
ロ
メ
ン
事

（吉
本
）

さ
せ
る
苦
し
み
あ
る
ま
し
く
は
付
て
其
つ
み
を
宥
め
か
ろ
ん
せ
ん
事（名
本
）



右
記
の
名
本
補
欠
部
の

「薄
様
の
…
…
」
の
例
を
見
て
み
る
と

（
「本
ノ
マ
ヽ
」

は
墨
書
で
注
記
さ
れ
て
い
る
）、
そ
の
不
明
箇
所
は
宮
本
、
吉
本
と

一
致
し
て
い

る
事
が
わ
か
る
。
（
こ
れ
は
彰
本
補
欠
部
の
本
文
の
不
明
箇
所
と
も

一
致
す
る
。

国
の
項
参
照
）

こ
の
事
と
同
で
述
べ
た
名
本
補
欠
部
に
も
人
名
の
傍
注
が
本

文
中
に
混
入
し
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
事
と
を
合
わ
せ
考
え
る
と
、
名
本
補
欠

部
の
親
本
は
宮
本
、
吉
本
の
親
本
と
同
系
統
の
も
の
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
と
考
え

ら
れ
る
。
右
記
の
名
本
補
欠
部
の

「
さ
せ
る
…
…
」
の
例
に
は
、
宮
本
、
吉
本

に
あ
る

「本
ノ
」
と
い
う
表
記
が
な
い
が
、
こ
れ
は
名
本
補
欠
部
に
於
け
る
欠

脱
と
考
え
ら
れ
る
。

名
本
補
欠
部
に
は
傍
注
と
し
て

「
本
ノ
マ
ゝ
」
と
い
う
表
記
が
墨
書
で
七
箇

所
、
朱
書
で
六
箇
所
あ
る
が
、
そ
の
箇
所
の
本
文
に
は
誤
写
と
考
え
ら
れ
る
も

の
が
多
く
見
ら
れ
る
。

墨
書
の
例

①
［難一″期しへ一尊力一蒔″に二｛御相「）

②
［鰊轟″議呼ゆぬマヌ勢
｛物利）一）

③
［一叩瞬酔″‐よ′、力ヽヵ婉勢
｛物州】）

④
［確に二商一計申̈
議すスけるノレ一内し・‐よヽノ、｛御利「一）

⑤
［割拳知猜】と′、有ノレ鱒姉け
（ナ名ン本（「‐七）

⑥
［し本シ砂と―トウ″けけ一
｛御利「）

⑦
［膵
紆
笏
利穐

朱
書
の
例

③
［』”疇狩もモ］辞］
｛御利「）

⑨

［
［

”
綱
」

｛
脅
利
「
Ｙ

…
。吉
本
で
は

「
何

ノ
料

・こ

と
あ
る
。

⑩
［特もモ敏鼻曲が̈
（ノ、名（稗「八）

。
［嶼聯叡上マ上赫”裁継神”け″〔
｛名‐５７利））

⑫一『一一】一一̈一（『「十Ｙ…‥ヒ吉「】れる「写兼督行オトゝ



⑬
［曇蜘̈
的中際一壽に二肝”
（ス名（榊「七）

＊
右
記
の
宮
本
の
本
文
は
す
べ
て
吉
本
に
於
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。
（但
し
、
注
記
の

あ
る
箇
所
は
除
く
）

右
記
の
墨
書
の
例
の
う
ち

「本
ノ
マ
マ
」
と
あ
る
箇
所
が
宮
本
、
吉
本
の
本
文

と
異
な
る
も
の
は
①
⑤
⑦
で
あ
る
が
、
①
は

「
セ
ゝ
力
」
を

「
せ
う
」
と
、
⑤

は

「此
ホ
ト
」
を

「
柴
と
」
と
、
⑦
は

「鶴
」
を

「
鶏
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
誤
写

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
又
朱
書
の
例
の
う
ち
宮
本
、
吉
本
と
異
な
る
も
の
は
⑩

⑫
⑬
で
あ
る
が
、
⑩
は

「候
」
の
草
書
を

「
と
」
と
、
⑬
は

「
カ
レ
」
を

「申

し
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
誤
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
⑫
は

「
季
行
」
の

「季
」
を

書
き
落
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
名
本
補
欠
部
に
は
宮

本
や
吉
本
に
く
ら
べ
て
本
文
に
多
く
の
誤
写
が
含
ま
れ
て
い
る
事
が
わ
か
る
。

又
そ
の
誤
写
は
、
「本
ノ
マ
ゝ
」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
既
に
名
本
補
欠
部

の
親
本
の
本
文
に
誤
写
が
あ

っ
た
と
考
え
て
良
い
と
思
う
。
と
な
る
と
、
名
本

補
欠
部
の
親
本
は
宮
本
や
吉
本
の
親
本
と
同
系
統
の
も
の
で
は
あ
る
も
の
の
、

宮
本
や
吉
本
の
親
本
よ
り
も
少
く
と
も

一
段
階
片
仮
名
本
の
祖
本
か
ら
遠
い
関

係
に
あ

っ
た
も
の
と
考
え
て
良
い
と
思
う
。

結

　

　

論

宮
本
、
吉
本
、
彰
本
補
欠
部
の
親
本
は
い
ず
れ
も
同

一
も
し
く
は
極
め
て
近

い
関
係
に
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
又
こ
の
三
本
の
そ
れ
ぞ
れ
の
親

本
は
妙
覚
寺
本
あ
る
い
は
妙
覚
寺
本
に
極
め
て
近
い
関
係
の
も
の
、
す
な
わ
ち

妙
覚
寺
本
系
統
の
も
の
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
事
も
考
え
ら
れ
る
。
名
本

補
欠
部
の
親
本
も
妙
覚
寺
本
系
統
の
も
の
で
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
三
本
の
規

本
よ
り
も
少
く
と
も

一
段
階
片
仮
名
本
の
祖
本
か
ら
遠
い
関
係
の
も
の
で
あ

っ

た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

注
１
　
古
典
文
庫
版

『十
訓
抄
下
』
を
使
用
す
る
。

注
２
　
両
本
の
補
欠
部
が
片
仮
名
本
で
補
っ
た
も
の
で
あ
る
事
は
明
白
で
あ
る
。
拙
稿

「十
訓
抄

（片
仮
名
本
）
に
於
け
る
本
文
批
評
」
（武
庫
川
国
文
第
十
二
号
）

参
照
。

古
典
文
庫
版

『十
訓
抄
』
の
説
話
番
号
に
よ
る
。

ア
ラ
ビ
ヤ
数
字
は
古
典
文
庫
版

『十
訓
抄
下
』
の
ペ
ー
ジ
数
を
示
し
、
漢
数
字

は
そ
の
行
数
を
示
す
。
以
下
同
じ
く
す
る
。

彰
本
と
名
本
の
傍
注
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。

彰
本
と
名
本
に
は

「村
上
御
子
」
と
傍
注
あ
り
。

吉
本
と
彰
本
の
傍
注
は
同
じ
で
あ
る
。

吉
本
、
彰
本
、
名
本
の
傍
注
は
同
じ
で
あ
る
。

名
本
で
は

「
小
野
宮
殿
孫
」
が
欠
。

吉
本
と
彰
本
に
は

「師
一房
堀
河
俊
一房
御
父
」
と
傍
注
あ
り
。

吉
本
で
は

「帥
」
が

「師
」
に
な
っ
て
い
る
。
又
名
本
で
は

「経
信
」
が

「経

信
卿
」
と
な
っ
て
い
る
。

注
８
に
同
じ
。

注
８
に
同
じ
。

注
８
に
同
じ
。

注 注 注  注 注 注 注 注 注 注  注 注
14 13 12    11 10 9  8  7  6  5     4  3
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